
Ⅲ．単 独 決 算 の 概 要

１．需    要

この結果、販売電力量合計では、２.８％の減少となりました。

（単位：百万ｋＷｈ）

２．供    給

が、供給設備の適切な運用を図ったことなどから、安定供給を維持することができました。

（単位：百万ｋＷｈ）
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・ 電灯および電力は、春先の気温が前年に比べ高く推移したことによる暖房需要の減少などにより、

３.９％の減少となりました。

・ 特定規模需要は、春先の気温が前年に比べ高く推移したことによる暖房需要の減少や、産業用での
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生産減や自家発電の稼働増による当社売電の減少などにより、２.０％の減少となりました。
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泊発電所が全基停止していることに加え、火力発電所の計画外停止・出力抑制などがありました・
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３．収    支

（１）収    益

（２）費    用

ました。

した。

（３）損    益

（△２７.８％）の減少となりました。

げなどにより、２４０億円（９.２％）の増加となりました。

その他費用は、諸経費の繰り延べなどにより、６１億円（△７.６％）の減少となりました。・

取制度の影響や海外炭火力発電所の稼働減などにより、１１６億円（９.３％）の増加となり

・ 燃料費・購入電力料は、販売電力量の減少はありましたが、再生可能エネルギーの固定価格買

修繕費は、資機材調達コストの低減や工事の繰り延べなどにより、３２億円（△１０.０％）

減価償却費は、定率償却による逓減効果などにより、１７億円（△３.９％）の減少となりま

・

・

・

支払利息は、ほぼ前年同期並みとなりました。

の減少となりました。

・ 電灯・電力収入は、販売電力量の減少はありましたが、昨年９月から実施した電気料金の値上

・ 人件費は、給料手当の削減や退職給付会計に係る費用の減少などにより、７５億円

その他収益は、再生可能エネルギーの固定価格買取制度に基づく交付金の増加などにより、・

・

４５億円（２６.９％）の増加となりました。

この結果、経常収益合計では、２８５億円（１０.２％）増加し、３,０８１億円となりました。

中間配当につきましては、普通株式および優先株式ともに、誠に申し訳なく存じますが、無配

・

を４月に全額取り崩したことなどにより、１４８億円の利益となりました。

・

この結果、経常費用合計では、６７億円（△２.１％）減少し、３,１２２億円となりました。

四半期純損益は、純資産の毀損を抑制するため、前年度末まで保有していた渇水準備引当金

とさせていただきます。

・ 以上により、経常損益は、損失幅が３５２億円縮小し４１億円の損失となりました。また、



収 支 比 較 表 （単位：百万円）

電 灯 料 127,289 119,835 7,453 106.2 267,342

電 力 料 159,580 142,969 16,610 111.6 306,389

(　小　　計　) ( 286,869 ) ( 262,805 ) ( 24,064 ) ( 109.2 ) ( 573,732 )

そ の 他 収 益 21,267 16,754 4,512 126.9 33,920

［ 売   　　上　   　高 ］ [ 305,685 ] [ 278,029 ] [ 27,656 ] [ 109.9 ] [ 604,643 ]

合 計 308,136 279,559 28,576 110.2 607,652

人 件 費 19,634 27,203 △ 7,569 72.2 53,547

燃 料 費 ・ 購 入 電 力 料 137,472 125,781 11,691 109.3 323,014

修 繕 費 29,671 32,959 △ 3,287 90.0 72,957

減 価 償 却 費 42,320 44,047 △ 1,727 96.1 89,784

支 払 利 息 8,375 8,046 328 104.1 16,336

そ の 他 費 用 74,773 80,926 △ 6,152 92.4 150,835

合 計 312,249 318,965 △ 6,716 97.9 706,477

[ 2,487 ] [ △ 32,234 ] [ 34,722 ] [ － ] [ △ 84,259 ]

△ 4,112 △ 39,405 35,293 － △ 98,824

△ 18,925 2,620 △ 21,546 － 2,620

14,813 △ 42,026 56,839 － △ 101,444

－ △ 40,845 40,845 － △ 37,236

14,813 △ 1,180 15,994 － △ 64,207

（注）営業損益、経常損益、税引前四半期(当期)純損益、四半期(当期)純損益欄の△は、損失を示しております。
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